数学の授業における議論の生成に関する研究 : 中学2年「文字式を利用した論証」の授業を例にして by 尾崎  誠









































































これらの要素を (1990) (1， ，Balacheff Lampert











































学の方法である しかし (1998)が 数。 ， ，「Voigt
学的な言明の妥当性は，経験的に，もしくは










ができる( .201) と述べている (1p Lampert。」 。
990)も 「推測に始まり，反証や反駁を通し，
て，仮定の検証へと進むジグザグの道をたど








































































， ， ，主題1.1では 教師が41を中心にして １
， ， ， ，９ 22 11と対称な数は何か と順に発問し
答えを生徒と数表で確認した。黒板には教師
が右のように板書して １ ９ 22 11
－ － － －
いた。11と対称な数は

















とが定式化される。 1 2 3 4 5
町屋が４×４のような 10 11 12 13 14














(４×４＝16)が，対称な数の 1 2 3 4
和の になっていると説明す 10 11 12 13—
る。教師が，３×３の場合や 19 20 21 22
６×６の場合に，この関係が 28 29 30 31
成り立つか個別活動で調べるよう指示する。
大下が表３を板書 【表３】
し，６×６の積36と 1 2 3 4 5 6
対称な数の和52が一 10 11 12 13 14 15
致しないことを示す。 19 20 21 22 23 24
この後，教師は，他 28 29 30 31 32 33
の場合にこの関係が 37 38 39 40 41 42






































33 1 大下 奇数だと絶対。




























1 2 3 4 5 1 2 3 4 5四つの数
10 11 12 13 14 10 11 12 13 14の和：84
19 20 22 23 19 20 22 23対称な数
28 29 30 31 32 28 29 30 31 32の和：42
37 38 39 40 41 37 38 39 40 41






















































































， 。 ，う思うかと問うと 宮里が同意する そして
教師が82になることを説明したかと発問する










そして，右のように 12－１ 70 －81











2515 宮里 その何て言うのかな（首をかしげる 。）

















れることを確認す 日 月 火 水 木 金 土
る。教師が五つの 1 2 3 4 5 6
数の和はどうして 7 8 9 10 11 12 13
中心の５倍になる 14 15 16 17 18 19 20
かわかるかと発問 21 22 23 24 25 26 27

































説明する。すると， 日 月 火 水 木 金 土
大下が「普通の３ 1 2 3 4 5 6
×３の場合でもで 7 8 9 10 11 12 13
きますよ 」と述 14 15 16 18 19 20。 ⑰
べ，表11を板書し， 21 22 23 24 25 26 27
同じように動かせ 28 29 30 31 32 33 34
ば，17×９になると説明する。 【表11】
この後，教師は違う説明はない 9 10 11
か，新たな発見はないかと生徒 16 17 18












。」 ， 。 ，か と答え 次のように板書する そして
中心の数を として，文字式にあてはめて計x
x算すると5x 中心の数を
1 1 7 7になると説 x + x - + x + + x - + x +












下は15と 14と 1 16と 1 8x x- x+， ， ，

















つの数の和（２＋４＋16＋18＝ 2 3 4
40）が，中心10の４倍になると 9 10 11































そして，中心17の 日 月 火 水 木 金 土
９倍で，153にな 1 2 3 4 5 6
ると述べる。教師 7 8 9 10 11 12 13
は宮里に黒板で別 14 15 16 17 18 19 20
の形を作るように 21 22 23 24 25 26 27
指示する。宮里は 28 29 30 31 32 33
表14のように枠を 【表14】
かき，９×17＝ 日 月 火 水 木 金 土
53と板書する。 1 2 3 4 5
すると，大下が６ 7 8 9 10 11 12 13
と28を除いて宮里 14 15 16 ⑰ 18 19 20
のかいた枠の外側 21 22 23 24 25 26 27
でもできると述べ， 29 30 31 32 33
23×17＝391と板書する。
























x+ xが，右のように論証され (2 1)×2
x + xる。この論証について， ＝ 4 22
綿崎が奇数と偶数を表す ＝ 2(2 )x +x2
文字は同じでよいのかと 修正
指摘する。この発話をき 奇数 偶数
x+ yっかけに，論証が右のよ (2 1)×2
xy+ yうに修正される。そして， ＝ 4 2
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